
CIMを取り入れた岸壁補修工事に
おける施工管理の効率化の取組

東亜建設工業㈱

浅木森 稔



１．工事概要
工事件名

令和4年度 大阪港大正内港地区岸壁(-7.5m～-9m)改良工事

発注者

国土交通省 近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所

工 期

令和4年6月21日～令和5年3月17日

工事場所

大阪市大正区北恩加島2丁目地先

工事内容

本工事は、大阪港大正内港地区岸壁(-7.5m～-9m)の構造物撤去工、

維持補修工、復旧工、及び仮設工を施工するものです。
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大正内港地区岸壁（-7.5m～-9m）は、供用が開始されてから50年以上が経過し、
岸壁を支える柱は劣化が著しいことが確認されている。引き続き利用するには、施設
利用者の安全確保の観点からも、早期に補修を行う必要がある。
当岸壁は、鋼材を取扱うなど利用頻度が高いため、利用制限をかけることは地域企業
の経済活動へも影響が大きくなる。そのため施設利用者の操業を止めずに、供用しな
がら補修工事を行っている。



　・劣化部範囲確認
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　・単管バリケード撤去
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２．施工フロー
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本工事では、柱列ごとに異なる既設配筋や、事前調査の結果を基に、各柱の補修パターン（全14種類）と補修高さ
（H=900mm～1,100mm）を定めている。そのため、補修面や、鉄筋配列数、犠牲陽極数等が各柱毎に異なる。また、
仮設支保工の配置も、柱の補修パターンによって異なる。

仮設支保工の適切な組み立て、また、計54本の柱を効率よく適切に補修するためには、支保工および補修計画の
「見える化」を実践する工夫が必要と考えた。

（１）３次元モデルから「属性情報」を外部参照（リンク）できる ”ＣＩＭモデル”を作成した。

（２）各柱の見やすい箇所に補修パターン図を貼付け、施工関係者全員が情報共有し、容易に識別し易くした。

（３）透明型枠を使用したモルタル充填の見える化の実施

（４）360度カメラを使った補修箇所の撮影とVR安全教育の実施

３．施工管理の効率化の取組
補修計画・実施の見える化



補修パターン図（全14種類）

:支保工不要

:支保工必要



補修図（全54脚）



属性情報を付与した「CIMモデル」



属性情報を付与した「CIMモデル」



属性情報を付与した「CIMモデル」





各柱の補修情報の現場掲示



透明型枠組立状況



撮影状況

拡 大

直径78㎜
高さ220㎜

画 像

4DKanKan
4DKanKan

VRｺﾞｰｸﾞﾙ
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完 成



完 成


